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① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも
問題を発見することができるか

特別研究、基礎科目、大学院セミナー、インタ
ーンシップ、修士論文作成、学会発表、論文
等執筆、特許

特別研究、基礎科目、インターンシップ、TA経
験、達成度自己点検（修士論文中間報告時）

特別研究、大学院セミナー、学会発表、他研
究室と共同研究、TA経験、科学・産業イベント
等での討議・発表、学術論文作成・発表

特別研究、TA経験、学会発表、インターンシッ
プ参加体験、プロジェクト参加体験

大学院共通科目（国際性養成科目群）、語学
力養成科目、外国語の演習科目、国際的な活
動を伴う科目、学術論文執筆、国外での活動
経験、留学生との交流、TOEIC 等得点、国際
会議発表、外国人との共同研究、英語論文執
筆公表

大学院共通科目、基礎科目、専門基礎科目。
インターンシップ、TA経験、学会発表、論文等
執筆発表、各種講習会参加

専門基礎科目、特別研究、インターンシップ、
TA経験、学会、講習会、セミナー参加と発表

専門科目、特別研究、インターンシップ、学会、
講習会、セミナー参加と発表

数理物質科学コロキュウム、大学院共通科目、
基礎科目、専門基礎科目、特別研究、インタ
ーンシップ、INFOSS情報倫理、APRIN

専門基礎科目、専門科目、特別研究、インタ
ーンシップ、大学院セミナー、学会発表、海外
派遣、論文作成・発表

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力
はあるか

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について、その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりやす
く説明することができるか

工学分野の世界動向に関心をもち、知識を習得
しているか

工学分野の研究動向に関心をもち、専門知識を
幅広くもつか

研究者倫理および技術者倫理、ヒトを対象とする
研究に関する倫理と研究に必要な手続きについ
て十分理解しているか

工学分野の英語論文等を読んで理解するととも
に、研究を遂行して有意義な成果を上げることが
できるか
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